
（様式１）

①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー
ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー
ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実
施回数

⑨実施方式
(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者のＨ
Ｐにおける測定ツー
ル紹介）

年間６日程（７月に１日程、８月～１１月に２日程、１月～２月に３日程）のうち、学校側
が都合のよい日程を選択して受検できます。すべての日程で異なる問題を作成しているた
め、クラスによって異なる日程（時期）を選択することも可能です。

「基礎力」「読解力」「作成力」に大別し、その能力を５つの大問により測定し
ています。特に一定数の文字量の文章を手書きで記述することを重視しており、
準２級では１００字程度の通信文、５５０字程度の論説文の作成を課していま
す。測定は１回で完結しますが、年間６日程すべてで同レベルかつ異なる問題
（新しい問題）を出題しているため、複数回受検して学習の伸長度を確認するこ
とも可能です。受検者には標準解答に加え、受検結果資料として、通信文や論説
文の作成において、採点ポイントごとに何ができていて何ができなかったのかを
フィードバックしています。また、受検後の振り返り学習のためのプリントも提
供しております。指導者向けには論説文の採点項目に沿って、どのような誤答が
よくあり、どのように指導すればよりよくなるのかをまとめた資料を団体専用の
WEBページより受検後ダウンロードできるようにして、学びのPDCAを補完する資料
を提供しております。また、大学や企業での活用例も増えており、学習した内容
や受検結果は、生徒の将来に役立ちます。

ＰＢＴ

約４０日後

英語数学

６０分

国語

３，０００円/回

④対象教科

高校2年生から3年生

○
⑤測定内容
の区分

英語数学国語 基本タイプ 標準タイプ

○

※「⑤測定内容の区分」については、「基本タイプ」（義務教育段階の学習内容の定着度合いを測定
することを重視したタイプ）又は「標準タイプ」（高等学校段階の共通必履修科目の学習内容の定
着度合いを測定することを重視したタイプ）のいずれか一つを選択すること。

https://www.kanken.or.jp/bunshouken/

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

公益財団法人　日本漢字能力検定協会

文章読解・作成能力検定　準２級

③主な対象者

令和７年　３月　７日

義務教育段階で身につけた語彙力を土台として、文章の読解力や作成力、ひいて
は論理的思考力やコミュニケーション力を高めることを目的としています。

⑩試験時間（分）

#


（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

測定ツール名：文章読解・作成能力検定 準２級 

対象教科：国語 

測定内容の区分：標準タイプ 
 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

国語の基礎学力の定着度合を確認することを目的として、国語における〔知識及び技能〕(１)言

葉の特徴や使い方に関する事項(２)情報の扱い方に関する事項、〔思考力、判断力、表現力等〕

Ｂ「書くこと」Ｃ「読むこと」に関する能力を測定します。 

出題範囲は中学校「国語」の学習内容理解を前提とした、「現代の国語」の学習内容とします。

診断は１回の受検で完結するものですが、複数回受検したり、上位の級にステップアップしたり

することで、より明確に伸長度が確認できます。 

出題形式は、選択式と短答式・記述式であり、知識及び技能などの基礎問題に加えて、これらを

活用して課題を解決するために必要な思考力・表現力等を問う問題を出題します。 

特に一定数の文字量を要求する記述問題を必ず２問以上出題します（１００字程度の通信文記述

問題、５５０字程度の論説文記述問題）。 

 

（２）構成等 

 ①出題形式 

選択式１５問程度（四択） 

短答式３問 

記述式２問（１００字程度１問、５５０字程度１問） 

 ②出題範囲 

 〈各回共通〉「現代の国語」の学習内容８割程度、中学校「国語」の学習内容２割程度 

（３）難易度設定の考え方・方法 

出題語彙について、漢検準２級（高校在学程度）を基準としており、読解問題及び記述問題につ

いては、約１６，０００人を対象としたモニターテストの実施及び過去１１年間の検定実施実績

により難易度を設定しています。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 読解問題では、日常的な題材から社会的な内容にまで範囲を広げ、問題を解くことで、受検者

が、国語の能力を高めるとともに視野を広げ新たな情報を得ることもできるように配慮していま

す。グラフや図表読解では、単に図表を理解する力だけでなく、レポートや報告書の中で示された

図表と文章を関連させながら読み解く力を育むよう工夫しています。 

 論説文の作成では、受検者が日常的に触れることが多いテーマを選び、興味関心をもって取り組

むことができるように工夫しています。論説文の作成を条件通りに行うことで、ブレーン・ストー

ミングを活用した材料集め、事実を根拠とした説得力のある文章構成、論理的な思考を言葉で表現

することが総合的に学べます。さらに、通信文では、１文には１つの内容だけを書くこと、誤字や

敬語の修正など、推敲の技術が身につくように工夫し、日常的には触れないものの、進学後や就職

後の実社会に出て必要となる場面を想定した問題を出題しています。 

 

（５）その他特長 

 

 



 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

＜結果提供項目＞いずれも紙媒体での提供 

①問題 ②標準解答 ③総合得点 ④合否判定 ⑤結果総評 ⑥選択式問題の結果詳細（正誤） 

⑦分野別得点 ⑧合格者平均点 ⑨記述問題の結果詳細 ⑩今後の勉強方法（学習アドバイス） 

⑪本人と同じ年齢層の分野別得点率 ⑫振り返り学習教材（論説文） 

 

＜個別の内容＞ 

①問題：受検終了後に一旦回収し、翌日以降に配付します。 

②標準解答：受検５日後を目安にｗｅｂサイト上で公開します。これにより、受検後早期に確認す

ることが可能です。 

③総合得点：２００点満点で示します。 

④合否判定：当該級のレベルに到達しているか否かがわかります。 

⑤結果総評：得意な分野と苦手な分野がわかるように記述文で示します。 

⑥選択式問題の結果詳細：選択式問題のそれぞれについて、正誤及び無答、失格（指定外の個数を

マーク）を記号で示します。復習する際に役立ちます。 

⑦分野別得点：設問分野別の得点を示します。 

⑧合格者平均点：設問分野毎の合格者平均点を示します。これにより、自己と合格者との差を確認

することができます。 

⑨記述問題の結果詳細：記述問題について、採点ポイントごとに何ができていて何ができなかった

のかを示します。 

⑩今後の勉強方法（学習のアドバイス）：何が課題であり、どのような観点で学習していくことが

望ましいのかを示します。 

⑪本人と同じ年齢層の分野別得点率：受検者には、本人と同じ年齢層の分野別得点率を示します。

自己の能力がどのあたりのレベルにあるのかがわかります。 

⑫振り返り学習教材（論説文）：論説文の採点項目の中でも誤答傾向が高い「異なる意見に対して

の反論」について、誤答例を示し、それを訂正しながら正答を導き出す振り返り学習プリントで

す。 

 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

＜結果提供項目＞紙媒体での提供※帳票サンプルを添付。 

①申込者数・欠席者数・受検者数・合格者数・合格率（級別表示）②受検者全員の得点・合否一覧 

③設問分野ごとの平均点の比較 ④結果コメント（得意分野と苦手分野の指摘）  

⑤枝問・小問ごとの正答率分析比較（選択式問題限定） 

 注）①と②については団体専用 webサイトから加工可能な電子データとしてダウンロードが可能 

＜個別の内容＞ 

③学年クラス別に設問分野ごとの平均点を表示するため、全国平均や合格者平均との差異を把握で

きます。 

④総括的に学校ごとの得意分野と苦手分野を示します。 

⑤選択式問題において、具体的にそれぞれの問題の正答率が確認でき、次の指導に活用できます。 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

検定結果は合計２００点満点のスコアで表示するとともに、測定する能力分野ごとに同年齢層との

差異を示します。 

また、結果総評として得意な分野と苦手な分野がわかるように記述文で示すとともに、記述問題に

関しては、問題ごとに採点ポイントを設け、それぞれの条件を満たしたか否かを結果詳細に表示し



ます。通信文では、書くべき内容は問題ごとに変わりますが、問題で問うポイント（敬語や文のつ

なぎ方）は共通です。また、論説文は毎回共通の視点（文章構成、事実の具体性、意見の明確さ、

理由や反論の説得力の有無、表現表記の瑕疵の有無）による結果詳細を表示します。そのため、過

去の成績（検定結果）と比較することが容易です。さらに、各自の苦手分野に関しては、｢今後の

勉強方法｣でアドバイスを示し、苦手分野の克服の助けになるものと考えています。 
 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

専門的な知識を有する研究者、教員等で構成した問題作成委員による問題原案を、問題作成検討会 

（４回以上開催）で精査し、完成させています。また、検定実施後に、受検結果データを分析し、

設問文にあいまいさはなかったか、問題の難易度に大きな差異はなかったかなどについて検討して

います。その結果を問題の向上に活用しています。また、定期的に項目分析を行い、品質向上に努

めています。 

 

（２）学校における実施方法 

学校での実施にあたっては、事前に「準会場の手引き」（準会場規定含む）等の対応マニュアルを

配布します。事前に不明点を確認したい場合や当日のトラブルに備え、通話料無料のお問い合わせ

窓口を設置しています。 

学校単位、クラス単位、また希望者のみなど、様々な単位で受検できます（10 名以上）。 

またクラス内の生徒間の学力差に応じて、同一教室内で、別の級を同時に実施することが可能で

す。 

学校には、申し込みや入金などの事務と本検定の実施当日の運営を行っていただきます。具体的に

は問題冊子・解答用紙の配布、実施時の監督、解答用紙の回収と当協会への返送を行っていただき

ます。 

 

（３）採点の方法と体制 

採点方法：１つの答案に対して複数回採点員を変えて採点することで、採点員による差がでないよ

うに配慮しています。また、採点時は当該問題の解答欄のみを表示する仕組みをとっており、答案

用紙の学校名・氏名等の情報を採点員が知ることができない体制により、公正性を担保していま

す。 

採点体制：当協会が協力企業と協働することで品質を担保しながら多数の記述式答案の採点を行っ

ております。役割分担としては、当協会が検定回ごとに採点ガイドラインを作成し基準を明確にす

るとともに、採点開始前に採点監督者に対して採点基準説明会を実施、また採点後（採点結果確定

前）に抜き取りチェックを行い適切な採点が行えているかどうかを確認しています。協力企業は、

採点監督者と採点員の確保を行い、さらに、協会が提供する採点員ごとの最終採点結果との差異の

評価を用い、採点員本人に伝えることで採点品質向上に努めています。 

 

（４）情報管理体制 

当協会は、情報セキュリティー基本方針並びに個人情報保護方針を策定し、運営しています。ま

た、一般財団法人日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）の審査を受け、２００４年よりプライバシ

ーマーク付与事業者として登録され、更新審査も１０回経ています。 

 

 

 
 



Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

弱視等の視覚障害のある受検者の場合、問題冊子・答案用紙を拡大して受検することが可能です。 

 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

事前／事後学習教材として複数種の問題集を用意していますが、別料金のため任意での使用となり

ます。 

なお、受検者に対しては事後学習用の無料教材を検定結果と共に配付しています。 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

受検団体ごとに実施後の任意アンケートを依頼しております。受検目的や各団体の課題、当協会へ

のご要望などを収集しております。 

 

（４）個人受検の可否 

一部地域（2024年時点では東京・名古屋・大阪）において、個人受検用の会場を設けています。 

 

（５）問題内容の情報提供 

既出問題については、過去問題集の販売及びホームページ掲載という形で一般に公開しています。

標準解答についてもホームページに掲載しています。また、受検者・受検校には、受検した問題・

標準解答を提供します 

 

（６）その他 

学校の許諾なく、教育委員会等へ情報提供することはありません。 

 



（様式３）

事業者名： 公益財団法人 日本漢字能力検定協会
測定ツール名：　文章読解・作成能力検定　準２級
対象教科：　国語
測定内容の区分：　標準タイプ

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（１） Ⅰ．（２） Ⅰ．（３） Ⅰ．（４） Ⅰ．（５）

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（１） Ⅱ．（２）

帳票（生徒向け） 検定結果通知 ３－１
○

帳票（学校向け） 会場別成績資料 ３－２
○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実
施期間、受検料、標準返却期間等）

文章検ガイド ３－３

学校用実施マニュアル
準会場の手引き ３－４

＜提出任意の書類等＞

情報管理体制に関する書類 プライバシーマーク登録証 ３－５

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準
書類等の内容

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号
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思考力・表現力向上に役立つ

文章力を測り、育てる検定のご案内
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様式３資料番号３-３



思考力・表現力向上に役立つ

「文章力」
学習指導要領の改訂や大学入学者選抜改革の実施に伴い、現在の大学入試では、

長文や複数の資料を読んで理解したうえで、論理的に思考し文章で表現する力が問われます。

希望する進路を実現するためには、文章力すなわち

「読解力（＝情報を正確に読み取る力）」と「作成力（＝自分の考えを論理的に伝える力）」を

早い段階から身につけておくことが必要です。

文章読解力や文章作成力向上のために、ぜひ「文章検」をご活用ください。

※2022年2月公開・当協会調べ。最新の調査結果は、2024年2月頃に公開。

＊「文章検」の出題に際しての漢字使用は漢検の級と合わせています。文章検準２級は、漢検準２級（高校在学程度）

合格者や同程度の語彙力をお持ちの生徒の皆様におすすめの検定です。

中学生 高校生 大学生・専門学校生 社会人

>>>高校入試対策
   （課題作文・長文読解）

>>>大学入試対策
   （小論文・長文読解・志望理由書）
>>>履歴書・エントリーシートの作成

>>>履歴書・エントリーシートの作成
>>>国家試験・面接対策
>>> 公務員試験対策 
（小論文・文章理解）

>>>報告書・決裁書・提案書・
   プレゼンテーション資料の作成

文章力が必要な場面

お茶の水女子大学、東京農工大学、東洋大学、日本大学、
明治大学、金沢大学、信州大学、関西大学、 
近畿大学、甲南大学、広島大学　など

活 用 校 の 詳 細を公 開 中！

文章検 進学

全国の大学・短期大学４80校（調査対象校の約45％）、専修学校362校が文章検を評価。
進学時の調査書や面接で、文章検合格をアピールすることができます。

※検定級の目安はP3をご覧ください。

文章検は、文部科学省「高校生のための学びの基礎診断」認定ツールです。

基本タイプ

高校生のための学びの基礎診断

義務教育段階の学習内容に関する定着度合いを
測定することを重視したタイプ

標準タイプ

高校生のための学びの基礎診断

高等学校段階の共通必履修科目に関する
学習内容の定着度合いを測定することを重視したタイプ

文章検4級 文章検3級・準2級

対象教科：国語

1



文章検活用団体の声

大学入試を意識した効率的な小論文指導のために
　本校の工業進学コースは、国公立大学工学部への進学や高専編入などを進路目標の中心に据え、日本の工業界を

牽引する人材を育成しています。理系の学校である本校では、進学コースといえども文章を書くことへの苦手意識が強い

生徒も多いのですが、従来の小論文対策は３年次の放課後補習のみでした。そこで、早い段階から指導を始めたいと考

え、工業進学コースの1・2年次に全員受検という形で「文章検」を導入しました。

　1年次は、表現学習の時間に原稿用紙の使い方から指導し、2学期に入ると『文章検　公式テキスト』と『文章検 

過去問題集』を併用して学習を進め、11月中旬に文章検を受検します。2年次は、夏休みの課題にしたり朝課外（週１）

の時間を使ったりして指導しています。この指導体制に移行後、3年次に本格的に入試対策を始めるときに小論文の書

き方から説明する必要はなくなり、すぐに推敲の指導に入ることができました。効率的な小論文指導ができるようになっ

たことを実感しています。

片山 一真  先生

福岡県立福岡工業高等学校（福岡県）

国語科

進路実現とその先の社会生活を支える論理的文章力の育成
　本校の国語科では、大学進学はもちろんのこと、社会に出てからも必要となるコミュニケーションを支える、言葉の力の育
成を大切にしています。そのために、中学校では語彙力、高校では表現力の育成に注力しており、高校での表現力を育成す
るツールとして文章検を活用しています。文章検は、文章を読み取る、データを理解する、自分の意見を構築する、読み手
視点で語彙や表現を選び取る等の様々な力を身につけさせることができます。また、学習教材である『基礎から学べる！文
章力ステップ』は、学習プロセスが段階的に細かく分かれているため、生徒の文章力を少しずつ着実に育成することがで
きます。本校の関西学院大学特進サイエンスコースでは高校1年生で準2級を、特進エグゼコース・特進コースでは高校2
年生で準2級を、国語の授業内で指導し検定を実施しています。
　文章検の活用を通じて、自己推薦文の作成や面談準備など、自分の考えや経験を伝える力の向上が見られました。ま
た、指導の際も、「文章検で学んだところだよ」と伝えると、すぐに理解・納得し改善することができるなど、効果的な指導に繋
がっていると感じています。 上松 貢  先生

賢明学院中学高等学校（大阪府）

国語科

文章検コンテンツは企業でも活用されています
株式会社ニュー・オオタニ、オリックス生命保険株式会社、日本瓦斯株式会社、ワコール流通株式会社、東和薬品株式会社、 
コープデリ生活協同組合連合会、富士通コミュニケーションサービス株式会社、日本新薬株式会社、株式会社オリエント総合研
究所、損害保険ジャパン株式会社、シオノギビジネスパートナー株式会社、大日本印刷株式会社 人財開発部、中津市役所（大分
県）、株式会社メディアハウスホールディングス、阪急阪神不動産株式会社、ダイハツディーゼル株式会社　など

国語の授業で身につけた資質・能力を評価する外部指標に
　本校は「言葉で表現する力」の育成を重視しており、高2・高3において「国語表現」を週2時間設定しています。その

授業で身につけた資質・能力を測る外部試験として、文章検を全員受検（中１～高２）という形で導入しました。

　文章検は、出題内容が国語における「読むこと」「書くこと」の指導との親和性が高く、授業で取り組んだことをある程

度網羅的に測定できるのが特長です。さらに、授業で学んだ力を、初見の問題で実践する力の測定機会としても活用し

ています。また、生徒にとって「書くこと」は抵抗感が強く、モチベーションがあがりにくい学習ですが、授業で学習している

ことが文章検の問題にも出題されていることを見せることで、学習意欲の向上にもつながっています。

　令和4年度から始まる新しい教育課程においては、高1の「現代の国語」、高2・高3の「論理国語」「国語表現」の授

業で身につけた資質・能力を測定する外部試験として、今後も文章検を活用できると考えています。 富谷 利光  先生

秀明八千代中学校・高等学校（千葉県）

校長

※掲載内容（所属団体・役職名等）は取材時のものです。

累積導入社数1,200件突破!
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検定級の目安 詳細は文章検ホームページでご確認ください。

合格基準は「200点満点・70%程度の得点」です。

＊出題に際しての漢字使用は、漢検の級と合わせています。

文章検で育て、測る力

文章力は複数の能力が関連した総合的な技能です。
文章検で育てる力

文章作成のプロセス

論理的文章の作成には完成までのプロセスがあり、プロセスごとに必要な能力が異なります。

必要な能力を個別に鍛えることで、効率的・効果的に文章力を向上させることができます。

テーマを
理解する

問題把握力

情報を
集める

情報収集力

最終チェック

推敲力

書く

語彙・表現力

順序を
考える

論理構成力

結論を
決める

問題解決力

完成

級 文章力向上の
目的例 中学生 高校生 大学生・

専門学校生 社会人 検定時間 検定料

2級 課題解決型学習、
企画書・提案書の作成 90分 4,000円

準2級 問題解決型学習、
小論文対策 60分 3,000円

3級
複数の情報の読み取り、

志望理由書・
実習レポートの作成

60分 3,000円

4級 図表の読み取り、
高校入試の課題作文 60分 2,000円

文章検で測る力

①基礎力

日本語の
基礎的な知識と
運用能力

②読解力

文章や
資料から得た情報を
処理する能力

③作成力

文章を
作成するための
思考力と表現力

3



Ｓｔｅｐ１
目標級の設定

Ｓｔｅｐ２
教材で学習

Ｓｔｅｐ３
受検・振り返り

Ｓｔｅｐ４
進路の実現

基礎から実践レベルまで段
階的にステップアップする
構成で、無理なく文章力を
身につけられる問題集。

２級／準２級／３級／４級

各 定価７7０円（10%税込）

基礎から学べる！
文章力ステップ

詳しい解説と問題演習で確
かな文章力を養い、文章検
合格に導くテキスト。

２級／準２級／３級／４級

各 定価495円（10%税込）

文章検
公式テキスト

2年分の検定問題を収録し
た過去問題集。（Ｖｏｌ．１も
発売中）

２級／準２級／３級／４級

各 定価1,210円（10%税込）

文章検
過去問題集Ｖｏｌ．２

まんがとグループワークで
「言いたいことを正確に伝
える文章」が書けるようにな
る新しい教材。

20冊ご購入ごとに指導書を進呈

定価７7０円（10%税込）

7日でチャレンジ
文章作成ワーク

教材はＷｅｂでも購入できます！

２００点満点。

７０％程度で合格。

各設問の得点率が

ひと目で分かる。

団体専用　書籍注文サイト https://book.kanken.or.jp/

合格証書
あなたの文章力を証明します。

合格証明書
必要に応じて進学・就職を

希望する学校・企業へ

ご提出ください。

学習の流れ
学習教材

検定結果通知

能力証明書類（合格者のみ）

記述問題は 

解答内容に応じて 

結果を表示。
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文章検の問題例（準2級）

第3問　文章構成・要旨理解

第2問　資料分析

【設問のポイント】

文章全体の構成を理解し、筆者の意図を読み取ります。「段落ごとの役割や関係性をとらえ、文章を構造的に理解する力」「段落や文章の要旨を正しく

理解する力」を測ります。

問
1

　文
中
の
空
欄
①
に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
加
熱
調
理
を
要
す
る
品
目
の
売
り
上
げ
が
振
る
わ
な
か
っ
た

イ
　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
売
上
高
は
第
五
位
で
あ
っ
た

ウ
　
売
上
高
が
五
万
円
を
超
え
た
品
目
は
全
体
の
半
分
に
満
た
な
い

エ
　
汁
気
の
あ
る
め
ん
類
や
ご
飯
類
の
売
り
上
げ
が
比
較
的
低
い

問
2

　文
中
の
空
欄
②
・
③
に
入
る
内
容
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も

適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
②「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
」 
　
③
各
品
目
に
か
か
る
コ
ス
ト

イ
　
②「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
」 
　
③
各
品
目
の
販
売
実
数

ウ
　
②「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
」「
焼
き
お
に
ぎ
り
」

　
　
③
各
品
目
に
か
か
る
コ
ス
ト

エ
　
②「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
」「
焼
き
お
に
ぎ
り
」

　
　
③
各
品
目
の
販
売
実
数

問
3

　こ
の
文
章
が
書
か
れ
た
目
的
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
昨
年
の
模
擬
店
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

イ
　
昨
年
の
模
擬
店
の
実
績
を
振
り
返
る
。

ウ
　
本
年
の
模
擬
店
の
実
施
を
広
く
告
知
す
る
。

エ
　
本
年
の
模
擬
店
の
内
容
を
考
え
る
。

模擬店メニューの売上高と累積比率

みそ
ラーメン

きつね
うどん

シーフード
ピラフ

カレー
ライス

焼き
おにぎり

アメリカン
ドッグ

ソース
焼きそば

特製
ゆかわ
バーガー

（万円）
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

（％）

35,000

100.0

42,700

95.595.5

60,000

90.0

64,750

82.382.3

70,000

73.973.9

129,900
64.9

157,850

48.2

216,000

27.8

25

20

15

10

5

0

第
2
問

　あ
る
大
学
生
が
模
擬
店
の
売
り
上
げ
に
つ
い
て
分
析
し
た
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
〜

問
3
）
に
答
え
な
さ
い
。

　
湯
川
学
園
大
学
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
同
好
会
で
は
、
今
年
の
大
学
祭
の
模
擬
店
メ
ニ
ュ
ー
の
選
定
に
あ
た
り
、
総
額

約
七
八
万
円
を
売
り
上
げ
た
昨
年
の
模
擬
店
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
。

　
昨
年
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
特
製
ゆ
か
わ
バ
ー
ガ
ー
」
な
ど
左
の
図
中
に
示
し
た
八
品
目
で
あ
る
。
棒
グ
ラ
フ
（
左

目
盛
り
）
で
は
、
各
品
目
を
売
上
高
順
に
並
べ
て
い
る
。
売
上
高
最
多
は
二
〇
万
円
以
上
を
売
り
上
げ
た
「
特
製

ゆ
か
わ
バ
ー
ガ
ー
」
で
あ
っ
た
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、　
　
①
　
　
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
本
年
に
主
力
商
品
と
し
て
扱
う
べ
き
品
目
は
何
か
を
考
え
る
た
め
に
、「
累
積
売
上
高
」
を
利
用
し
て
見
て
い
こ
う
。

累
積
売
上
高
と
は
、
各
品
目
の
売
上
高
を
高
い
方
か
ら
順
に
足
し
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
折
れ
線
グ
ラ
フ
（
右

目
盛
り
）
は
、各
品
目
ま
で
の
累
積
売
上
高
が
総
売
上
高
に
占
め
る
割
合
（
累
積
比
率
）
を
示
す
。
た
と
え
ば
「
シ
ー

フ
ー
ド
ピ
ラ
フ
」
ま
で
の
累
積
比
率
は
九
〇
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
」
の
手
法
で
分
析
す
る
。

累
積
比
率
七
〇
％
以
上
八
〇
％
未
満
の
範
囲
（
Ａ
区
分
）
に
達
す
る
ま
で
に
合
算
さ
れ
た
各
商
品
を
「
主
力
」
と
す
る
。

そ
し
て
、
累
積
比
率
が
八
〇
％
以
上
九
〇
％
未
満
の
範
囲
（
Ｂ
区
分
）
に
達
し
た
段
階
で
新
た
に
加
わ
っ
た
商
品

を
「
準
主
力
」、
そ
し
て
、
九
〇
％
以
上
（
Ｃ
区
分
）
の
段
階
で
新
た
に
加
わ
る
残
り
の
商
品
を
「
戦
力
外
」
と
す
る
。

す
る
と
、「
特
製
ゆ
か
わ
バ
ー
ガ
ー
」「
ソ
ー
ス
焼
き
そ
ば
」　
　
②
　
　
が
主
力
商
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
分
析
は
あ
く
ま
で
も
売
上
高
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
例
え
ば
、
原
材
料
の
品

質
を
特
に
重
視
し
た
「
特
製
ゆ
か
わ
バ
ー
ガ
ー
」
に
は
、
採
算
面
で
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
③
　
　
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
も
そ
ろ
え
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

【
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
】

「
図
表
と
文
章
か
ら
情
報
を
正
し
く
読
み
取
り
、段
落
や
文
章
の
要
旨
を
正
し
く
理
解
す
る
力
」を
測
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
グ
ラ
フ
・
図
・
表
を
出
題
し
ま
す
。

第
3
問
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
〜
問
3
）
に
答
え
な
さ
い
。

　「
判
官
び
い
き
」と
は
、鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
の
弟
で
あ
る
源
九
郎
判
官
義
経
、

す
な
わ
ち
源
義
経
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
。
源
氏
と
平
氏
と
の
戦
い
に
お
い
て
源

氏
方
の
勝
利
に
貢
献
し
た
も
の
の
、
結
局
は
頼
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
義
経
の

悲
劇
に
、
多
く
の
日
本
人
が
同
情
を
寄
せ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
、
弱
い
立
場
に
あ
る

人
に
同
情
を
寄
せ
て
応
援
す
る
こ
と
を
、
判
官
び
い
き
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。【
段
落
A
】

　
現
代
の
日
本
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
に
お
い
て
判
官
び
い
き
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

「
自
分
は
あ
え
て
弱
い
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
」
と
い
う
人
は
少
な
く
な
い
。
大
相
撲
で
、

自
分
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
相
手
に
立
ち
向
か
う
小
柄
な
力
士
に
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
る
の
も
、
判
官
び
い
き
の
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。【
段
落
B
】

　
も
っ
と
も
、
判
官
び
い
き
か
ら
出
た
応
援
を
受
け
た
選
手
す
べ
て
が
、
必
ず
し
も

よ
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る
と
は
限
ら
な
い
。
大
声
援
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

な
っ
て
力
を
発
揮
で
き
ず
、「
ひ
い
き
の
引
き
倒
し
」
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
自
分
へ
の
声
援
を
力
に
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
本

人
が
未
熟
な
の
だ
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。【
段
落
C
】

　
そ
れ
よ
り
気
が
か
り
な
の
は
、
判
官
び
い
き
に
よ
っ
て
、「
強
者
」
が
不
当
に
追

い
詰
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
　
　
①
　
　
、高
校
野
球
に
お
い
て
、劣
勢
の
チ
ー

ム
の
攻
撃
時
に
球
場
全
体
か
ら
手
拍
子
が
起
こ
る
と
い
う
現
象
が
た
び
た
び
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
時
、
優
勢
だ
っ
た
チ
ー
ム
は
、
周
り
が
す
べ
て
敵
に
な
っ
た
よ
う

な
心
境
に
陥
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。【
段
落
D
】

　「
弱
者
」
を
励
ま
そ
う
と
い
う
さ
さ
や
か
な
善
意
が
い
つ
し
か
大
き
な
う
ね
り
と

な
っ
て
、「
強
者
」を
こ
と
さ
ら
に
圧
迫
す
る
。「
弱
き
を
助
け
強
き
を
く
じ
く
」行
為
は
、

「
弱
者
＝
正
義
」「
強
者
＝
悪
」と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
こ
そ
正
当
性
を
持
つ
。
し
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
「
正
義
」
や
「
悪
」
の
概
念
は
な
じ
ま
な
い
し
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
場

合
に
お
い
て
も
、
だ
れ
が
正
義
で
あ
る
と
か
悪
で
あ
る
と
か
、　
　
②
　
　
言
え
な
い
。

S
N
S
が
普
及
し
た
今
日
、
だ
れ
も
が
自
分
の
意
思
を
広
く
表
明
で
き
る
。
悪
意
の

な
い
判
官
び
い
き
が
、
思
わ
ぬ
形
で
無
形
の
暴
力
へ
と
増
幅
さ
れ
は
し
な
い
か
気
が

か
り
で
あ
る
。【
段
落
E
】

問
1
　
文
章
中
の
空
欄
①
・
②
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も

の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
①
と
こ
ろ
が
　
②
必
ず
し
も
　
　
イ
　
①
い
ず
れ
　
②
道
理
で

ウ
　
①
た
と
え
ば
　
②
一
概
に
は
　
　
エ
　
①
現
に
　
　
②
果
た
し
て

（
問
2
略
）

問
3
　
こ
の
文
章
の
段
落
Ａ
〜
Ｅ
の
構
成
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
A
＝
導
入 ―

 

B
＝
話
題
の
提
示 ―

 

C
・
D
＝
二
つ
の
事
例
の
紹
介 ―

 

E
＝
二
つ
の
事
例
の
共
通
点

イ
　
A
＝
導
入 ―

 

B
＝
話
題
の
提
示 ―

 

C
・
D
＝
問
題
点
の
指
摘 ―

  

E
＝
発
展
的
な
考
察

ウ
　
A・
B
＝
筆
者
に
よ
る
問
題
提
起 ―

 

C
＝
筆
者
の
仮
説 ―

 

D・
E
＝
仮
説
の
論
証

エ
　
A・
B
＝
筆
者
に
よ
る
問
題
提
起 ―

 

C
＝
筆
者
の
見
解 ―

 

D
＝
筆
者
の
見
解
に

　
　
対
す
る
反
論 ―

 

Ｅ
＝
反
論
の
否
定

ほ
う
が
ん

か
ま
く
ら

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

く
ろ
う
ほ
う
が
ん
よ
し
つ
ね
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第5問 論説文

＊出題に際しての漢字使用は、漢検の級と合わせています。

作
成
例
①

作
成
例
②

第
5
問
　
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
ぜ
ひ
行
く

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
と
「
必
ず
し
も
行
く
必
要

は
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
立

場
に
立
っ
て
、
論
説
文
を
書
き
な
さ
い
。
次
の
条
件
を

守
る
こ
と
。

条
件
１
　
論
説
文
は
、
次
の
順
番
で
四
つ
の
段
落
に
分
け
て
書

く
こ
と
。

　
第
1
段
落
　
出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　「
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
行
く
こ
と
」

に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
意
見
を
支
え
る
出
来
事
・

体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

　
第
2
段
落
　
意
見
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
ぜ

ひ
行
く
べ
き
で
あ
る
」
か
「
必
ず
し
も
行
く
必

要
は
な
い
」
の
ど
ち
ら
か
、
意
見
を
明
確
に
述

べ
る
。

　
第
3
段
落
　
意
見
の
根
拠
を
論
理
的
に
説
明
す
る
。

　
第
4
段
落
　
第
2
段
落
の
意
見
と
は
異
な
る
意
見
（
例
え
ば
、

第
２
段
落
の
意
見
の
欠
点
を
指
摘
す
る
意
見
や
、
第
２

段
落
の
意
見
と
反
対
の
意
見
の
長
所
を
主
張
す
る
意
見

な
ど
）
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
意
見
が
正
し
く
な
い
こ

と
を
説
明
す
る
。

条
件
２
　
１
行
25
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
18
行
以
上
、

26
行
以
内
で
書
く
こ
と
。句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。

句
読
点
が
行
頭
に
き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
内
ま
た
は

欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。

 

注 

意  

行
数
不
足
ま
た
は
行
数
超
過
の
場
合
は
採
点
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
住
む
県
に
は
、
山
城
の
跡
が
あ
る
。
朝
霧
に
け
む
る
姿
が

幻
想
的
だ
と
評
判
に
な
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
。
私
自
身
は
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
関
心
が
な
か
っ
た
が
、

昨
年
、
実
習
で
近
く
ま
で
行
っ
た
際
に
初
め
て
立
ち
寄
っ
た
。
ま

ず
美
し
い
景
色
に
目
を
奪
わ
れ
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。
山
城
は

中
世
に
有
力
な
豪
族
が
い
た
証
拠
で
あ
り
、
朝
霧
が
発
生
し
や
す

い
の
は
周
辺
の
気
候
と
地
形
と
の
相
乗
作
用
に
よ
る
も
の
だ
と
い

う
説
明
は
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
。
そ
し
て
、
も
っ
と
早
く
行
っ

て
お
け
ば
地
理
や
歴
史
が
得
意
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と

後
悔
も
し
て
い
る
。

　
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
か
ら
と
言
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
行
く

こ
と
は
な
い
、
と
い
う
人
も
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
ぜ
ひ
行
く

べ
き
で
あ
る
。

　
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
多
く
の
人
々
を
引
き
付
け
る

だ
け
に
多
く
の
魅
力
を
秘
め
て
い
る
。
私
た
ち
の
心
を
癒
や
し
た

り
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
た
り
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
か
な
い

の
は
、
実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
わ
ざ
わ
ざ
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
行
っ
て
も
日
常
生
活
に
直
結

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
無
い
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ

う
だ
ろ
う
か
。
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
関
心
を
持
つ
人
は
多
い
。

一
度
で
も
行
っ
て
お
け
ば
、
自
分
で
実
際
に
見
た
こ
と
や
体
験
し

た
こ
と
を
生
き
生
き
と
語
る
こ
と
で
会
話
が
盛
り
上
が
り
、
人
間

関
係
も
円
滑
に
な
る
だ
ろ
う
。
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
行
っ
て
お

く
こ
と
は
、
日
常
生
活
に
も
役
立
つ
の
で
あ
る
。

や
ま
じ
ろ

　
修
学
旅
行
の
自
由
行
動
の
時
、「
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
か
ら
是

非
行
こ
う
」
と
親
友
が
強
く
誘
う
の
で
、
有
名
な
観
光
タ
ワ
ー
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
番
組
で
何
度
も
見
た
こ

と
の
あ
る
タ
ワ
ー
の
実
物
を
見
て
も
、
特
に
感
慨
は
な
か
っ
た
。

友
人
は
最
上
階
か
ら
見
下
ろ
し
た
街
並
み
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
た

が
、
私
は
ま
っ
た
く
楽
し
め
な
か
っ
た
。
ま
る
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模

型
の
よ
う
に
見
え
て
、
あ
ま
り
美
し
い
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
正
直
に
言
っ
て
、
あ
の
日
の
経
験
は
時
間
の
無
駄
で
し
か
な
か

っ
た
。
話
題
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
必
ず
し

も
行
く
必
要
は
な
い
。

　
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
好
ま
し
く
感
じ
る
対
象
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
に
違
っ
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
が
足
を
運
ぶ
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
人
の
興
味
・
関
心
や
好
み
を
満
た
し
て

く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
行
け
ば
、
多
く
の
人
と
共
通
の
話
題
が

増
え
る
か
ら
行
く
べ
き
だ
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
だ
が
、
私
た

ち
の
生
活
は
観
光
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
読

書
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
り
、
観
光
以
外
の
話
題
で
興
味
・
関
心
が

共
通
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
人
を
見
出
そ

う
と
い
う
努
力
を
せ
ず
、
話
題
作
り
の
た
め
に
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

行
く
べ
き
だ
と
い
う
の
は
、
安
易
な
考
え
方
で
あ
る
。

（
25
字
26
行
）

（
25
字
22
行
）

賛成の立場

反対の立場

【
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
】

不
特
定
多
数
の
読
み
手
に
対
し
て
説
得
力
の
あ
る
文
章

を
作
成
し
ま
す
。「
論
説
文
の
基
本
的
な
構
成（
事
実
↓

意
見
↓
意
見
の
根
拠
の
説
明
↓
異
な
る
意
見
に
対
し
て

反
論
す
る
）を
理
解
し
、与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
と
条
件
の
も

と
、論
理
的
な
文
章
を
作
成
す
る
力
」を
測
り
ま
す
。

＊
教
材
で
は
、論
説
文
の「
事
実
」（
材
料
）を
集
め
る
た
め
の「
ブ

レ
ー
ン・ス
ト
ー
ミ
ン
グ
」も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
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月～金 9：00～17：00（祝日・お盆・年末年始を除く）
※検定日とその前日の土、日は開設
※検定日は9：00～18：00

お問い合わせ時間

検定会場 公開会場（当協会または当協会と特別に提携した機関が一般の受検者のために設けた会場）

公開会場設置都市 東京都（２３区内）／名古屋市／大阪市　※全国3会場で実施予定

申込方法 インターネット

個人受検とは、志願者が直接協会に申し込み、公開会場で受検する方法です。

※上記内容を変更する際は、文章検ホームページにて公表します。
※標準解答、合格者の会場番号・受検番号は文章検ホームページに公開します。その他詳細については文章検ホームページをご確認ください。

個人受検

検定会場 準会場（設置条件を満たしている学校や団体が、自ら団体受検用の会場と責任者を設け実施する）

設置条件／申込資格

○学校教育法に定める学校（専修・各種学校を含む）、各省庁所轄の学校および官公庁
○上記以外の団体（塾や企業など）は、協会に準会場設置申請をして承認を得る
　（ただし、漢検準会場として既に承認を得ている団体は申請不要）
○「準会場規程」を遵守することができる団体

申込条件 ２級～４級の準会場での志願者が合計１０名以上　／　「準会場規程」の遵守を誓約すること

申込方法 インターネット（団体専用ページ）から申し込む。

検定料控除制度
団体の経費負担を補助する制度。検定料から以下が控除できる。
・事務連絡費（検定料総額の５％）
・準会場実施経費　注意：志願者から検定料を割り引いて集金することは不可

検定料払込方法 検定日の約２週間前に発送される専用の払込票で、検定日前日までに払い込む。

合否の通知 検定日から約４０日後を目安に受検者全員分の検定結果資料が一括で担当者に届く。

団体受検とは、学校や塾・企業などの団体で志願者を１０名以上集めて、まとめて申し込みを行う方法です。

団体受検

申し込み・実施の流れ　 詳細は「文章検ホームページ」をご確認ください。

検定日
約２ヵ月前

準備
案内・募集

検定日
約１ヵ月前

申し込み

検定日
約２週間前

検定料払込

検定日
数日前

検定実施準備

検定日
約３０日後

ＷＥＢ合否結果
公開

検定日
約４０日後

結果到着

検定日当日
検定実施

文章検の概要

公益財団法人 日本漢字能力検定協会

0120-509-315（無料）
メールフォーム：［文章検ホームページ ＞ お問い合わせ］ https://www.kanken.or.jp/bunshouken/contact/

検定日 受付開始日 申込締切日（協会必着） 検定級

団
体
受
検

2024年 7月17日（水） 2024年 3月 1日（金） 2024年 6月21日（金） 準2～4級

2024年 8月22日（木）

2024年 7月 1日（月）

2024年 7月26日（金） 準2～4級

2024年11月 1日（金） 2024年10月 7日（月） 準2～4級

2024年11月15日（金） 2024年10月21日（月） 準2～4級

2025年 1月24日（金）

2024年11月 1日（金）

2024年12月23日（月） 準2～4級

2025年 2月 5日（水） 2025年 1月 9日（木） 準2～4級

2025年 2月16日（日） ★ 漢 2025年 1月20日（月） 2～4級

個
人
受
検

2025年 2月16日（日） 2024年12月10日（火） 2025年 1月11日（土） 2～4級

・日曜日（★の日程）に準会場受検を実施する場合は、公開会場の検定時間に準じて実施してください。
・　  印は、漢検を同じ日に実施できる日程です。漢

２０２４年度　検定日程 団体受検（準会場）の検定時間について
平日と土曜日の検定 開始時刻は問いません。

日曜日の検定
公開会場と同一の問題を使用するため、下記の検定時間に準じ
て実施してください。ただし、許容範囲内（２級は公開会場の検定
開始時刻より前後９０分間、準２～４級は前後６０分間）において、
開始時刻を調節することは可能です。

（図）検定開始許容時間
公開会場実施時間
開始時刻の許容範囲

検定級 検定時間 8：00 9：00 10：00 11：00

２級 90分間

準２、３、４級 60分間

10：00

10：00

8：30

9：00

11：30

11：00

公開会場
（日曜日）の
検定時間

２級 10：00～11：30

準２、３、４級 10：00～11：00

例：2級は8：30～11：30の間に開始すること

「漢検」、「文章読解・作成能力検定」、各検定ロゴは登録商標です。



（様式４） 

1 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

測定ツール名： 文章読解・作成能力検定 準２級 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・漢検準２級（常用漢字のうち

１９５１字）程度の語句・慣

用表現の意味が理解でき、文

脈や意味に応じた語句・慣用

表現を選別できること。 

【設問数】５問（程度） 

【出題形式】 選択式 

 

知
識
及
び
技
能
（
１
）
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

○
漢

字 

○
語
彙 

現代の国語 
〔知識及び技能〕 （1）言葉の特徴や使い方に関する事項 
○語彙 
エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量

を増やすとともに、語句や語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方な

どを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊

かにすること。 
 
中学校第３学年 
〔知識及び技能〕 （1）言葉の特徴や使い方に関する事項 
○漢字 
ア 第２学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字の大体

を読むこと。また、学年別漢字配当表に記されている漢字について、

文や文章の中で使い慣れること。 
 
 

 



（様式４） 

2 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・表現において、文法的な違い

が果たす意味・役割を理解で

きること。 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】選択式 

知
識
及
び
技
能
（
１
）
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

○
語
彙 

○
表
現
の
技
法 

文
や
文
章 

 

現代の国語 
〔知識及び技能〕 （1）言葉の特徴や使い方に関する事項 
○語彙 
エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量

を増やすとともに、語句や語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方な

どを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊

かにすること。 
 
中学校第２学年 
〔知識及び技能〕 （1）言葉の特徴や使い方に関する事項 
○表現の技法 文や文章 
オ 単語の活用、助詞や助動詞などの働き、文の成分の順序や照応など

文の構成や展開について理解を深めること 
 

・資料から読み取れる事実を

もとに、段落や文章の要旨

及び筆者の意図を理解でき

ること。 

 

【設問数】３問程度 
【出題形式】選択式 

サンプル問題 

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｃ
読
む
こ
と 

○
構
造
と
内
容
の
把
握 

○
精
査
・
解
釈
、
考

え
の
形
成
、
共
有 

現代の国語 
〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｃ読むこと 
○構造と内容の把握 
ア 文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述

をもとに的確に捉え、要旨や要点を把握すること。 
○精査・解釈、考えの形成、共有 
イ 目的に応じて、文章や図表などに含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展

開などについて評価したりするとともに、自分の考えを深めること。 



（様式４） 

3 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・段落や文章の要旨を理解で

きること、及び筆者の意図

を理解できること。 

 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】選択式 

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｃ
読
む
こ
と 

○
構
造
と

内
容
の
把
握 

○
精
査
・
解
釈
、
考
え
の
形
成
、
共
有 

○

精
査
・
解
釈
（
形
式
） 

現代の国語 
〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｃ読むこと 
○構造と内容の把握 
ア 文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述

をもとに的確に捉え、要旨や要点を把握すること。 
○精査・解釈、考えの形成、共有 
イ 目的に応じて、文章や図表などに含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展

開などについて評価したりするとともに、自分の考えを深めること。 
 
中学校第３学年 
〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｃ読むこと 
○精査・解釈（形式） 
ウ 文章の構成や論理の展開、表現の仕方について評価すること。 

・文法的・意味的に正しい文

を書けること。 

・敬語を正しく使えること。 

・表記や文体に配慮できるこ

と。 

 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】短答式 

知
識
及
び
技
能
（
１
）
言
葉
の
特
徴

や
使
い
方
に
関
す
る
事
項 

○

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
、
言
葉

遣
い 

現代の国語 
〔知識及び技能〕 （1）言葉の特徴や使い方に関する事項 
○話し言葉と書き言葉、言葉遣い 
イ 話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、

分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣い

について理解し、使うこと。 

 



（様式４） 

4 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・さまざまな通信文を与えられ

た条件のもとで書けること。 

・文章の意図と書く内容をもと

に通信文にふさわしい文章

に整えることができること。 

【設問数】１問 

【出題形式】記述式

（100 字程度） 

知
識
及
び
技
能 

○
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
、
言
葉
遣
い 

○
表
現
の
技
法 

思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等 

Ｂ
書
く
こ
と 

○
構
成
の
検
討
、
考
え
の
形
成
、
記
述 

○
推
敲
、
共
有 

現代の国語 
〔知識及び技能〕 
○話し言葉と書き言葉、言葉遣い 
イ 話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、

分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣い

について理解し、使うこと。 
○表現の技法 
カ 比喩、例示、言い換え等の修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ

方について理解し使うこと。 
〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｂ書くこと 
○構成の検討、考えの形成、記述 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方

を考えるとともに、文章の種類や文体、語句などの表現の仕方を工夫

すること。 
○推敲、共有 
エ 目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整

えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題

を捉え直したりすること。 
 



（様式４） 

5 

・「事実の報告」「意見」「意見

の正しさの論証」「異なる意

見をあげて反論する」の四

つの部分による論説文を作

成できること。 

 

【設問数】１問 
【出題形式】記述式（５

５０字程度） 

サンプル問題 

知
識
及
び
技
能 

○
語
彙 

○
文
や
文
章 

○
表
現
の
技
法 

○
情
報
と
情
報
の
関
係 
○
情
報
の
整
理 

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｂ
書
く
こ
と
○
文
や
文
章
○
構
成
の
検
討
、
考
え
の
形
成
、
記
述 

○
推
敲
、
共
有 

現代の国語 
〔知識及び技能〕 （1）言葉の特徴や使い方に関する事項 
○語彙 
エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語彙の量

を増やすとともに、語句や語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方な

どを理解し、話や文章の中で使うことを通じて、語感を磨き語彙を豊

かにすること。 
○文や文章 
オ 文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解する

こと。 
○表現の技法 
カ 比喩、例示、言い換え等の修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ

方について理解し使うこと。 
〔知識及び技能〕 (2)情報の扱い方に関する事項 
○情報と情報の関係 
ア 主張と論拠など情報と情報の関係について理解すること。 
イ 個別の情報と一般化された情報との関係について理解すること。 
○情報の整理 
ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 
エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 
〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｂ書くこと 
○構成の検討、考えの形成、記述 
イ 読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度な

どを考えて、文章の構成や展開を工夫すること。 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方

を考えるとともに、文章の種類や文体、語句などの表現の仕方を工夫



（様式４） 

6 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

すること。 
○推敲、共有 
エ 目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整

えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題

を捉え直したりすること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

測定ツール名： 文章読解・作成能力検定 準２級 

対象教科： 国語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： ２ 

 
出題科目 現代の国語 

出題の 

ポイント 

図表の正しい読み取りができるかどうか、図表を含む文章の意味内容を正しく読み取り、筆

者の意図を理解できるかどうかを測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
 
 
 
 
 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問１ ○   
問２ ○   
問３ ○   

          

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
     
     

 

サンプル

問題 

別紙Ａ参照 

 

解答例 問１：イ 問２：エ 問３：イ 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

現代の国語 
〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｃ読むこと 
○構造と内容の把握 
ア 文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述をもとに的確に捉え、

要旨や要点を把握すること。 
○精査・解釈、考えの形成、共有 
イ 目的に応じて、文章や図表などに含まれている情報を相互に関係づけながら、内容や書

き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとともに、

自分の考えを深めること。 
 

 

 

 

 

 

 

サンプル問題番号（大問番号）： ５ 

 



出題科目 現代の国語 

出題の 

ポイント 

与えられた条件を理解し、対立する二つの意見のうち、いずれかの立場に立って自分の意見

を述べ、その根拠を論理的に説明できるかどうかを測定する。その際、説得力を増す方法と

して、異なる意見を想定して、それに反論することを求める。 
主 と し て

問う能力 

            
 

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
 ○ ○ 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   ○ 
          

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
     
     

 
 

サンプル

問題 

別紙Ｂ１参照 

 

解答例 別紙Ｂ２参照 （正答条件） 

観点１ 設問で指定した条件通りに述べられている 

観点２ 経験などにもとづいて「事実」が具体的に述べられている 

観点３ 賛成・反対のどちらかの立場に立って明確に「意見」が述べられている 

観点４ その立場に立つ一般化された「理由」が述べられている 

観点５ 「事実」と「理由」が論理的に「意見」を支えている 

観点６ 「異なる意見」に対する「反論」が述べられている 

観点７ 誤字・脱字や文法に関する誤りがない 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

現代の国語 
〔知識及び技能〕 （1）言葉の特徴や使い方に関する事項 
○語彙 
エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語彙の量を増やすとともに、語

句や語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通

じて、語感を磨き語彙を豊かにすること。 
○文や文章 
オ 文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解すること。 
○表現の技法 
カ 比喩、例示、言い換え等の修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使

うこと。 
〔知識及び技能〕 (2)情報の扱い方に関する事項 
○情報と情報の関係 
ア 主張と論拠など情報と情報の関係について理解すること。 
イ 個別の情報と一般化された情報との関係について理解すること。 



○情報の整理 
ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 
エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 
〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｂ書くこと 
○構成の検討、考えの形成、記述 
イ 読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の

構成や展開を工夫すること。 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、

文章の種類や文体、語句などの表現の仕方を工夫すること。 
○推敲、共有 
エ 目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、読み手から

の助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりすること。 
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